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中間評価（１）

メタンハイドレート開発促進メタンハイドレート開発促進

　事業評価検討会　事業評価検討会

　　　平成１７年４月～５月　　　平成１７年４月～５月

産業構造審議会産業構造審議会

　産業技術分科会　産業技術分科会

　　評価小委員会　　評価小委員会

　　　平成１７年７月　　　平成１７年７月



Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan　　　　　　　　3　　3　

中間評価（２）
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中間評価（３）
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基礎試錐「東海沖～熊野灘」検層記録

25 m

　砂泥薄互層　砂泥薄互層

　砂層　砂層

　白色部分　白色部分

　泥層　泥層

　茶色部分　茶色部分

JOGMEC
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中間評価指摘事項への対応（１）

毎年の開発実施検討会、中間評価を実施する評価毎年の開発実施検討会、中間評価を実施する評価
検討会及び産業構造審議会評価小委員会において、検討会及び産業構造審議会評価小委員会において、
引き続き事業の成果、目的達成度、費用対効果等を引き続き事業の成果、目的達成度、費用対効果等を
十分に評価し、次のステップの移行について議論す十分に評価し、次のステップの移行について議論す
る。る。

最近の油価や石油を巡る政治経済的情勢を踏まえ、最近の油価や石油を巡る政治経済的情勢を踏まえ、
技術的観点のみならず経済的観点からも我が国周技術的観点のみならず経済的観点からも我が国周
辺海域に賦存するメタンハイドレートの国産資源とし辺海域に賦存するメタンハイドレートの国産資源とし
ての利用可能性を評価した上で、次期フェーズの研ての利用可能性を評価した上で、次期フェーズの研
究開発内容、研究体制を検討する。究開発内容、研究体制を検討する。
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中間評価指摘事項への対応（２）

第２回陸上産出試験の実施時期については、砂泥第２回陸上産出試験の実施時期については、砂泥
薄互層物性等の詳細な測定、及び生産手法の追加薄互層物性等の詳細な測定、及び生産手法の追加
的検討の期間が必要であるため、平成１８年度とす的検討の期間が必要であるため、平成１８年度とす
る日本近海海底地層に類似した地層での実施を目る日本近海海底地層に類似した地層での実施を目
指す。指す。 （当初予定は平成１６年度）（当初予定は平成１６年度）

フェーズフェーズ11の期間については、第２回陸上産出試験の期間については、第２回陸上産出試験

実施時期の変更に伴い、実施時期の変更に伴い、２年間延長２年間延長する予定。する予定。

第７回メタンハイドレート開発実施検討会第７回メタンハイドレート開発実施検討会(2006.03.22.)(2006.03.22.)
で了承された。で了承された。
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フェーズ1の計画修正

当初計画　　　　　　　　　　当初計画　　　　　　　　　　実績実績／／修正修正

平成１３年度　第１回陸上産出試験平成１３年度　第１回陸上産出試験

平成１５年度　基礎試錐平成１５年度　基礎試錐

　　　　　　　　　中間評価　　　　　　　　　中間評価

平成１６年度　第２回陸上産出試験平成１６年度　第２回陸上産出試験

平成１７年度平成１７年度

平成１８年度　フェーズ平成１８年度　フェーズ11最終評価最終評価

平成１９年度平成１９年度

平成２０年度平成２０年度

H16.1.

H16.5.

H18.12.

H.20.4.２年延長

H17.4.~7.
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フェーズ1の目標

「我が国におけるメタンハイドレート開発計画」「我が国におけるメタンハイドレート開発計画」

（平成１３年７月）（平成１３年７月）

１．日本周辺海域におけるメタンハイドレートの賦存状１．日本周辺海域におけるメタンハイドレートの賦存状
況と特性の明確化況と特性の明確化

２．有望メタンハイドレート賦存海域のメタンガス賦存２．有望メタンハイドレート賦存海域のメタンガス賦存
量の推定量の推定

３．有望賦存海域からのメタンハイドレート資源フィー３．有望賦存海域からのメタンハイドレート資源フィー
ルドの選択、並びに経済性の検討ルドの選択、並びに経済性の検討
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平成１7年度実施体制図

メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム運営協議会

生産手法開発G
(独)産業技術総合研究所

資源量評価G
(独)石油天然ガス・金属鉱物資源機構

WG　模擬MHコア
コンソーシアム推進G

(独)石油天然ガス・金属鉱物資源機構

環境影響評価G
(財)エンジニアリング振興協会

WG　海洋調査

WG　コア試験検討

TF 産出試験計画
　　メタンハイドレート研究提案公募
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　成果報告・情報活動（１）　

平成１６年度平成１６年度成果報告会開催成果報告会開催

　　平成１７年５月２４日平成１７年５月２４日オリンピック記念青少年総合セオリンピック記念青少年総合セ
ンター、出席者数ンター、出席者数：：201201名名
外部発表外部発表　２１２件　２１２件

内訳内訳：国内：国内会議会議：：8686､､国際国際会議会議：：4343 ､､論文発表：論文発表：5151、、
　　　　プレスリリース　　　　プレスリリース：：3131、他社ＨＰ掲載：、他社ＨＰ掲載：11
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　成果報告・情報活動（２）　　

国際会議等の参加国際会議等の参加
●●Fifth International Conference on Gas Hydrates:Fifth International Conference on Gas Hydrates:
　　 20052005年年 66月月1313日日～～1616日日 ::TrondheimTrondheim, Norway, Norway
　　講演講演､､資料配布、ポスター発表資料配布、ポスター発表

●●AGU(American Geophysical Union) Fall MeetingAGU(American Geophysical Union) Fall Meeting
20052005年年 1212月月44日日～～1111日日 ::米国米国San FranciscoSan Francisco
講演講演､､資料配布、ポスター発表資料配布、ポスター発表

MH21MH21ホームページホームページ

　　 これまでの研究成果を反映し内容を修正・更新（これまでの研究成果を反映し内容を修正・更新（1010月末）月末）
アクセス数アクセス数::約約303000回回//日（最近の平均）日（最近の平均）

質問コーナーへの個別回答：質問コーナーへの個別回答： 2525件（件（88月再開後）月再開後）
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目標とするメタンハイドレート層

「我が国におけるメタンハイドレート開発計画」「我が国におけるメタンハイドレート開発計画」

（平成１３年７月）（平成１３年７月）

ⅢⅢ　１　１..　　（２）開発の対象（２）開発の対象

　本計画においては、メタンハイドレートとして　本計画においては、メタンハイドレートとして砂質層砂質層
中に賦存するもの中に賦存するものを当面の開発対象とする。を当面の開発対象とする。

　ハイドレート中のメタンガスとしては　ハイドレート中のメタンガスとしてはバイオジェニックバイオジェニック
ガスガスが主体となるものと予想されるが、サーモジェニが主体となるものと予想されるが、サーモジェニ
ツクガスについてもその存在に留意する。ツクガスについてもその存在に留意する。
　　（発表者下線追加）　　（発表者下線追加）
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陸域と海域の安定領域
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メタンハイドレートの存在形態（１）
海洋海洋

　安定領域：　バイオジェニックガス（微生物起源）　安定領域：　バイオジェニックガス（微生物起源）

　　　　　　　　　サーモジェニックガス（熱分解起源）　　　　　　　　　サーモジェニックガス（熱分解起源）

陸上陸上

　安定領域：　バイオジェニックガス（微生物起源）　安定領域：　バイオジェニックガス（微生物起源）

　　　　　　　　　サーモジェニックガス（熱分解起源）　　　　　　　　　サーモジェニックガス（熱分解起源）

　パーマフロスト内（安定領域外）：　パーマフロスト内（安定領域外）：

　　　　　　　　　バイオジェニックガス（微生物起源）　　　　　　　　　バイオジェニックガス（微生物起源）

存在する地質存在する地質

　砂質層の孔隙内を飽和するもの　砂質層の孔隙内を飽和するもの

　泥質層の中に塊として存在するもの　泥質層の中に塊として存在するもの

　海底面に盛り上がって存在するもの　海底面に盛り上がって存在するもの
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メタンハイドレートの存在形態（２）

内田、早稲
田（２００２）
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基礎試錐「南海トラフ」で発見したメタンハイドレート層　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

石油公団：平成１１年度メタンハイドレート開発促進調査
報告書

平成１１年度国内石油・天然ガス基礎調査基礎試錐「南
海トラフ」調査報告書
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カナダ　マリック地域のメタンハイドレート存在箇所

○　メタンハイドレート存在箇所

砂質層

泥質層

第１回陸上産出試験の対象層

パーマフロスト



Research Consortium for Methane Hydrate Resources in Japan　　　　　　　　19　19　

メキシコ湾海底のメタンハイドレートのマウンド

Fire in the ice, Winter, 
2004
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　　　　　　　　ご清聴ありがとうございました。　　　　　　　　ご清聴ありがとうございました。
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